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八

ま

犬

南
保
清
水
寺
に
て

清
水
寺
を
観
る

朝
目
町
文
化
財
調
査
委
員

柳

商

事

一

四
月
二
十
五
日
（
土
）
調
査
員
一
行
は

一
車
を
連
ね
て
一
路
越
路
に
急
ぐ

小
一
奥
山
木
々
の
若
葉
に
衣
替
え

朝
日
の
岳
に
見
ゆ
る
淡
雪

山
麓
を
縫
い
稽
水
に
出
、
学
校
一
段
の
山
道

を
登
る
こ
と
於
ニ
町
清
水
寺
に
着
く
、
本

一
寺
は
大
同
元
年
平
城
天
皇
の
御
代
空
海
が

帰
朝
し
て
真
言
宗
を
伝
え
た
型
大
間
二
年

（
紀
元
千
四
百
六
十
七
年
）
に
寺
院
が
建

立
さ
れ
た
と
い
う
。
昔
時
こ
の
清
水
寺
と

献
の
寺
は
一
連
の
大
寺
院
で
あ
っ
た
が
、

－
越
後
の
武
将
上
杉
謙
信
が
越
中
に
兵
馬
を

一
進
め
た
と
き
、
戦
火
に
見
ま
わ
れ
的
し
く

一
も
焼
失
し
、
現
在
の
療
に
な
っ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。

こ
の
地
域
の
地
名
に
堂
の
前
、
川
柄
、

一
大
門
、
観
音
跡
等
の
名
時
か
あ
り
、
ま
た

一
所
ど
こ
ろ
に
石
垣
が
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ

一
か
ら
推
祭
し
て
、
当
寺
は
立
派
な
大
伽
縦

一
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い
。

一
現
在
の
越
の
守

（
常
泉
寺
〉
は
浄
土
真
宗

↑
で
あ
り
、
潜
水
寺
は
真
言
宗
で
あ
る
が
当

一
寺
は
地
方
唯

一
の
真
言
大
寺
院
で
あ
っ
た

一
に
相
違
な
い
。

一

漕
水
十
一
寸
は
南
保
の
山
腹
に
あ
っ
て
古
び

た
小
守
院
で
あ
る
。

一
行
は
谷
地
元
清
典
帥
に
迎
え
ら
れ
、

本
堂
協
の
方
丈
の
間
へ
通
さ
れ
た
。
現
方

丈
は
当
山
十
九
代
自
の
住
職
で
あ
る
。

こ
こ
で
方
丈
鳩
山
内
側
か
ら
当
守
の
縁
起
を

山
門
ど
、
。
本
尊
は
千
手
観
音
木
彫
の
幽
像
で
、
当

時
の
開
帳
仏
で
あ
る
口
伝
春
日
の
作
と
云

う
。
眼
体
等
に
着
色
が
あ
り
立
一
点
な
作
で

あ
る
。
ま
た
内
陣
に
安
置
さ
れ
た
児
沙
問

〈
多
閥
大
像
？
・
）
は
六
尺
余
の
木
像
で
あ

っ
て
、
力
量
に
あ
ふ
れ
た
作
で
全
身
の
比

例
よ
く
姿
勢
も
整
い
、
面
相
も
藤
原
時
代

の
温
和
な
表
情
と
異
り
、
い
か
に
も
勇
壮

で
生
き
た
勇
士
を
見
る
ご
と
く
力
の
表
現

が
巧
み
に
う
か
が
わ
れ
る
。

鎌
倉
期
の
作
と
推
定
さ
れ
る
。

た
だ
惜
し
ま
れ
る
の
は
両
手
が
ん
人
わ
れ
て

い
る
こ
と
で
、
寺
院
の
長
い
M
山中
〈中
戦
前

等
で
中
期
ご
ろ
は
い
か
に
荒
成
し
て
い
た

か
を
う
か
が
わ
れ
る
。

一
一
設
に
附
近
の
土

中
か
ら
掘
り
出
さ
れ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て

い

る

。

議

会

川

口

内

公

共

施

設
の
悶
察
を
行
う
。

ま
た
こ
こ
に
珍
し
い
の
は

一
対

の

狛

犬

四

月

一

日

が
あ
り
石
村
で
作
ら
れ
て
い
る
c

小
・
巾
学
校
、
保
育
所
、
診
療
所
、
そ

毛
な
み
の
形
、
顔
面
の
表
情
も
面
白
く
、

の
他
刷
日
町
の
公
共
施
設
（
大
家
庄
、
山

総
体
の
バ
ラ
ン
ス
も
よ
く
推
貨
に
州
す
る
崎
を
附
く
）
の
現
況
調
査
を
行
な
う
。

作
品
で
あ
る

o
m波
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
説
会
陥
山
会
を
開
似

〉
O
る

別
三
回
引
H
町
議
会
問
時
会
な
四
月
三

潜
水
寺
は
単
に
いい
旧
仰
の
対
象
と
す
る
ば

十

ハ
に
山
集
す
る
告
示
が
な
さ
れ
た
。

か
り
で
な
く
、
地
方
の
歴
史
を
泊
る
凶

給

付

議

引
制

あ
る
寺
院
と
し
て
長
く
保
辺
す
べ
き
で
あ

L

県
東
介
U
用
水
組
合
規
約
一
部
改
正

る
と
岡
山
ぅ
。

の

件

当
時
は
山
林
に
包
ま
れ
小
川
平
貯
を
一

Z

入
市
町
外
二
町
内
刈
見
中
学
校
組
合
規

桃
に
す
る
位
置
に
あ
っ
て
、
春
は
緑
樹
の

約

一

部
政
正
の
件

連
山
に
小
品
の
声
を
き
き
、

立
は
青
菜
の

1

4
決
処
分
報
告
本
認
の
件

陰
に
山
風
を
誘
い
、

私
は
山
ま
た
山
に
こ

h
i－－｜
：

l
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l
j

だ
ま
す
る
晩
鐘
は
諸
行
無
常
と
響
き
、
山

一

五

月

は

昭
和

三

十

九

年

度

一

昨
に
か
か
る
香
川
は
真
加
の
允
を
放
っ
て

一

固

定
資

産

税

第

一
期
分
の
一

詩
歌
俳
話
の
設
を
敷
実
陶
酔
せ
し
む
る
天

一
納

期

で

す

。

一

然
風
光
の
地
で
一

日
の
行
楽
に
は
ま
さ
に
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昭

和

三

十

九

年

度

も
の
で
す
。

働
き
な
が
ら
学
ぶ
青
年
諸
君
は
、
み
な

青

年

学

級

開

設

さ
ん
に
よ
せ
る
町
民
の
期
待
に
応
え
、
ょ

り
よ
い
学
習
成
栄
を
め
ざ
し
、
技
能
の
修

得
に
、
自
己
の
研
隣
に
努
力
し
て
く
だ
さ

レ
。
ま
た
父
比
の
み
な
さ
ん
も
こ
れ
ら
働

く
背
年
た
ち
の
ま
じ
め
な
字
習
活
助
に

対
し
て
制
怖
い
ご
到
鮮
と
温
い
愛
情
に
よ
っ

て
ご
凶
刀
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。青
年
学
級
へ
入
級
し
た
い
方
は
も
よ
り

の
公
民
館
長
、
青
年
学
級
主
事
、
青
年
団

長
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い。

若人よ・ク青年学級で学ぼう

勤
労
青
年
の
学
留
の
場
と
し

て、

本
年
度
も
四
月
一
日
よ
り

昭
和
四
十
年
三
月
三
十

一
日
ま

で
次
の
青
年
学
級
を
附
設
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

境、

笹
川
、
南
保
、
山
崎
、

大
家
正
、
泊
、

宮
崎
、
佐
谷
、

野
中
、
五
箇
庄
の
十
学
級
で
、

い
ず
れ
も
各
校
下
の
勤
労
青
年

の
申
請
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
た

議

会

だ

よ

り

恰
好
の
場
所
と
云
え
よ
う
。

一
行
は
夕
刊
台
れ
近
く
下
山
し
、
途
中
某

家
の
大
同
を
見
て
州
路
に
つ
く
と
き
は
午

後
五
時
す
ぎ
で
あ
っ
た
。
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ヤ
ギ
シ
タ
電
機
K
K
に
・

‘
ι

・
第
一
陣
入
社
（
八
一

寄
宿
舎
の
設
計
変
更
で
お
く
れ
た
ヤ
ギ

νタ
電
m
k
E
の
採
用
者
は
、
四
月
二
十

五
日
第
一
次
、
中
高
卒
者
が
入
社
す
る
こ

と
に
な
り
、
二
十
四
日
午
後
四
時
よ
り
役

場
横
広
場
で
盛
大
な
壮
行
会
が
開
催
さ
れ

た。
町
長
の
あ
い
さ
つ
に
引
続
き
、
議
会
議

長
よ
り
力
強
い
激
励
の
言
奨
が
あ
り
、
会

社
の
労
務
課
長
さ
ん
よ
り

「
大
変
お
ま
た

せ
い
た
し
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
明
日
入
社

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
私
が
会
社

を
代
表
し
て
迎
え
に
ま
い
り
ま
し
た
。
は

じ
め
て
の
土
地
へ
就
職
な
さ
る
の
で
、
な

に
か
と
不
安
な
気
持
も
あ
る
で
し
ょ
う
が

安
心
し
て
入
社
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
」

と
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
て
閉
会
し
た
。

乗
物
に
つ
い
て
は
、
行
楽
ν
i
ズ
ン
と

置
な
り
、
地
鉄
と
は
あ
ら
ゆ
る
変
渉
を
し

た
の
で
あ
る
が
、
ど
う
し
て
も
や
り
繰
り

が
つ
か
ず
「
四
月
二
十
四
日
以
外
な
ら
、

五
月
中
も
確
約
は
で
き
ま
せ
ん
」
と
の
こ

と
で
、
足
も
と
か
ら
鳥
が
た
つ
よ
う
な
あ

わ
た
だ
し
さ
で
、
入
社
さ
れ
る
本
人
は
も

と
よ
り
、
ご
家
族
の
方
に
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

送
り
届
け
る
ま
で
は
役
場
の
責
任
と
、

役
場
か
ら
中
川
助
役
を
輸
送
責
任
者
と
し

外
に
保
健
婦
を
含
め
三
人
の
職
員
と
職
安

か
ら
は
業
務
係
長
さ
ん
、
そ
れ
か
ら
迎
え

に
こ
ら
れ
た
会
社
の
労
務
課
長
さ
ん
ら
が

入
社
す
る
人
た
ち
と
二
台
の
パ
ス
に
分

乗
、
中
学
卒
四
十
三
人
（
内
女
四
人
）
、
高

校
卒
三
十
八
人
〈
内
女
三
人
〉
、
計
八
十
一

名
は
町
長
を
は
じ
め
議
会
議
員
、
役
場
職

員
、
見
送
り
の
家
按
等
の
万
才
の
声
に
送

ら
れ
て
町
を
出
発
し
た
。

週
中
長
野
ま
で
は
大
変
な
悪
路
の
た
め

二
、
三
人
車
酔
い
が
あ
っ
た
が
、
長
野
よ

ひさ・プあ（射器錫お）第105号

名

り
は
ま
こ
と
に
快
適
で
、
パ
ス
は
小
田
原

に
向
か
っ
て
ひ
た
走
り
に
走
っ
た
。

唯
井
悼
の
難
所
も
皆
ん
な
が
眠
り
な
が

ら
通
過
し
た
。

朝
六
時
三
十
分
東
京
タ
ワ
ー
に
当
着
三

十
分
伏
け
い
の
後
、
ヲ
ヲ

ν
ユ
前
の
東
京

を
ぬ
け
出
し
、
鎌
倉

t
江
の
島
を
廻
り
目

的
地
小
田
原
本
社
に
十
二
時
す
ぎ
当
滞
、

総
務
部
b
w

さ
ん
か
ら
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を

受
け
、
宿
舎
へ
出
お
ぺ
午
後
一
時
二
十
分

総
行
七
百
粁
、
十
七
時
間
の
全
行
程
を
終

了
、
全
員
無
事
宿
舎
に
ゴ
ー
ル
イ
ン
し
た
。

宿
舎
は
パ
イ
プ
ハ
ク
ス
二
階
建
七
様
、

一
階
建
一
様
、
二
階
建
は
全
部
宿
舎
で
一

階
建
は
食
堂
と
浴
場
で
完
成
ま
で
あ
と
一

息
、
第
二
次
入
社
員
に
そ
な
え
急
ピ
ッ
チ

で
工
事
最
中
の
棟
も
あ
る
。

第
一
陣
の
宿
舎
は
完
成
さ
れ
て
お
り
、

畳
も
諸
国
も
真
新
ら
し
く
、
一
棟
一
台
テ

レ
ピ
と
電
気
洗
濯
機
が
そ
な
え
ら
れ
て
お

り
便
所
は
全
部
本
洗
で
あ
る
。

宿
舎
の
周
聞
は
柿
あ
り
桃
あ
り
、
田
畑

あ
り
、
森
あ
り
環
境
は
静
か
で
、
ふ
る
さ

と
を
忍
ば
せ
る
。
小
田
原
に
き
た
感
じ
が

な
い
。
た
だ
滝
う
の
は
朝
夕
接
し
た
ア
ル

プ
ユ
連
山
の
見
え
な
い
こ
と
だ
。

会
社
ま
で
は
約
四
粁
、
会
社
の
専
用
パ

ス
で
通
勤
と
の
こ
と
、
工
事
中
で
足
場
が

悪
い
、
だ
が
五
月
に
な
れ
ば
、
き
れ
い
に

整
理
さ
れ
、
第
二
陣
を
迎
え
る
こ
と
に
な

ろ
う
。す
で
に
部
毘
、
部
屋
に
わ
が
住
い
を
定

め
、
そ
の
窓
ま
ど
か
ら
、
手
を
打
ち
振
っ

て

「
さ
よ
う
な
ら
、
よ
ろ
し
く
ね
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

」
の
芦
に
私
た

ち
も
手
を
ふ
り
な
が
ら
、

元
気
で
ガ
ン
パ

ツ
て
く
だ
さ
い
と
、
ロ
ぐ
ち
に
答
え
な
が

ら
、
立
派
な
れ
判
員
に
な
っ
て
帰
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
と
、
祈
り
を
胸
に
秘
め
な
が
ら

帰
途
に
つ
い
た
。
（
産
業
課〉

八
写
真
H
入
社
員
壮
行
会

V

ガ
ン
の
症
状

朝
日
町
で
調
査
し
た
昨
年
の
苑
亡
者
数

の
第
二
位
の
拙
に
つ
い
て
註
状
及
び
予
防

法
を
述
べ
て
参
考
に
し
、
皆
さ
ん
の
健
康

保
特
増
進
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

z

癌

の

症

状

n二一
一
、
原
因
も
痛
み
も
な
い
の
に
や

↑h
＝
ぜ
て
く
る
。
顔
色
が
悪
く
な
る
。

J

U
＝

貧
血
を
し
て
め
ま
い
が
す
る
こ

＃
hr
＝

と
が
あ
る
。

捨
吉
一

二
、
な
が
く
胃
腸
の
具
合
が
悪
く

刑
判
＝

食
欲
が
お
と
ろ
え
る
。

川
止
一
三
、
女
の
人
が
お
り
も
の
が
ふ
え

靖国
F

＝

た

り
、
血
が
ま
じ
っ
た
お
り
も

牽

z
＝

の
が
長
く
続
く
こ
と
が
あ
り
、

川町叩＝

不
定
期
な
出
血
が
す
る
こ
と
も

E
＝

あ
る
。

『間三一

回
、
乳
房
の
な
か
に
軽
い
痛
み
や

F
t・－
ぐ
ず
ぐ
ず
と
す
る
こ
と
が
あ
る

五
、
も
の
を
飲
み
こ
む
と
き
に
つ
か
え
る

よ
う
な
気
持
が
す
る
。

六
、
使
通
の
調
子
が
悪
く
血
の
ま
じ
っ
た

使
が
で
る
。

訴
疫
対
策
と

衛
生
害
虫
の
駆
除

日
ご
ろ
皆
さ
ん
は
健
全
な
生
活
環
塊
を

築
き
、
健
康
な
精
神
と
身
体
を
守
る
た
め

努
力
し
て
お
い
で
の
こ
と
と
存
じ
ま
す

が
、
今
一
段
と
環
境
衛
生
の
向
上
発
展
と

悪
疫
伝
染
病
の
発
生
阻
止
及
び
術
生
害
虫

の
撰
滅
に
協
力
い
た
だ
き
、
快
適
な
社
会

環
境
を
造
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
今
冬
は
雪
が
少
な
か
っ
た
せ
い
か

衛
生
害
虫
の
発
生
繁
殖
が
早
く
、
伝
染
病

も
当
町
に
お
い
て
あ
ち
こ
ち
と
発
生
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
次
の
事
項
を
参
考
と
し

て一

一般
衛
生
に
つ
い
て
万
全
を
期
し
て
く

だ
さ
い
。

一、

防
疲
対
策
恐
ろ
し
い
伝
染
病
は
飲

食
物
、

衛
生
盛田
虫
、
不
術
生
な
生
活
を

媒
介
と
し
て
発
生
し
ま
す
。

①
手
洗
の
励
行

食

事
の
前
、
役
所
か
ら

出
た
と
き
外
出
か
ら
帰
っ
て
来
た
と
き

七
、
咳
が
な
が
く
続
き
、

じ
る
こ
と
が
あ
る
。

八
、
口
の
中
や
皮
府
に
長
く
治
り
に
く
い

で
き
物
が
あ
る
。

九、

古田
が
か
す
れ
て
畏
く
な
お
ら
な
い
。

十
、
小
使
の
出
方
が
わ
る
く
な
っ
た
り
血

が
ま
じ
る
こ
と
が
あ
る
。

以
上
癌
症
状
の
十
カ
条
を
書
い
て
み
ま
し

た
。
人
聞
は
い
つ
病
気
K
な
る
か
予
測
で

き
ま
せ
ん
。

こ
こ
に
書
い
て
あ
る
こ
と
に
思
い
つ
き

が
あ
れ
ば
早
く
医
師
の
診
断
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

な
お
暴
飲
暴
食
に
よ
っ
て
な
り
ゃ
い
病

気
を
述
べ
て
皆
さ
ん
の
疾
病
予
防
の
参
考

に
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

－
、
酒
の
飲
み
過
ぎ

食
道
癌
、
肝
臓
病
、

円
減
筋

三
、
煙
車
の
吸
い
過
ぎ

肺
癌
、
喉
頭
筋
、
心
臓
脳

三
、
塩
辛
い
も
の
の
食
ベ
渇
き

胃
癌
、
高
血
圧
、
腎
臓
病

四
、
熱
過
ぎ
る
も
の
食
い
過
ぎ

食
道
雄
、
食
道
炎
（
民
生
課
〉

た
ん
に
血
が
ま

。
／
』
ヲ
『
U
吊
斗
目

不
衛
生
な
も
の
に
触
れ
た
と
き
な
ど
。

＠
生
水
、
川
水
は
飲
ま
ぬ
こ
と
。

＠
古
い
食
物
、
食
品
物
、
生
食
品
に
つ
い

て
は
腐
敗
も
湾
え
ら
れ
ま
？
の
で
特
に

注
意
す
る
こ
と
。

＠
ブ
ト
ン
や
下
着
類
等
の
日
光
消
毒
を
実

施
す
る
こ
と
。

①
台
所
の
排
水
、
下
水
及
び
便
所
等
に
つ

い
て
は
隔
日
を
も
っ
て
消
毒
殺
虫
剤
を

撒
布
し
て
清
潔
を
図
る
こ
と
。
（
町
内

毎
の

一
斉
撒
布
が
効
果
が
大
き
い
。
）

①
発
熱
や
身
体
の
具
合
が
悪
い
と
き
は
早

急
に
医
師
の
診
察
を
受
け
る
こ
と
。

①
幼
児
、
学
童
に
は
清
潔
に

つ
い
て
十
分

指
摘
噂
す
る
こ
と
。

①
食
料
品
店
及
び
飲
食
店
は
特
に
街
生
的

に
営
む
こ
と
。

二
、
衛
生
害
虫
駆
除
対
策

術
生
害
虫
の

駆
除
撹
滅
に
つ
い
て
、
町
で
は
四
月
よ

り
次
の
と
お
り
実
施
し
て
お
り
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
助
力
三
球
機
の
町
内
貸
出
し
油
剤
、

乳
剤
、粉
剤
の
い
ず
れ
で
も
段
布
可
能。

②
殺
虫
剤
に
つ
い
て
は
町
内
会
、
婦
人
会

刷
設
単
位
で
隣
人
し
た
場
合

一
割
助
成

を
実
脳
し
て
お
り
ま
す
。

殺
虫
剤
は
大
別
し
て
次
の
と
お
り
分
類
さ

れ
ま
す
。

の
油
刑
原
液
の
ま
ま
使
用
、
主
に
室
内

台
所
、

使
所
な
ど
に
敗
布
。

主
と
し
て
ハ
ェ
、

蚊
、
ゴ
キ
ブ
リ
等

の
駆
除
。

＠
乳
剤

稀
釈
し
て
使
用
、
主
に
屋
外
、

下
水
、
使
所
内
ノ
ボ
に
掛
布
。
主
と
し

て
ウ
ジ
、
ボ
l
フ
ラ
等
の
駆
除
（
殺

石
消
毒
剤
と
し
て
も
使
用
可
能
）

。
粉
剤
原
末
の
ま
ま
使
用
、
主
に
床
下

低
下
、
便
所
、
下
水
等
に
撒
布
。

主
と
し
て
ノ
ミ
、

νラ
ミ
、
ダ
ニ
、

ウ
ジ
、
ポ
1
フ
ラ
等
の
駆
除
。

使
用
さ
れ
る
場
合
そ
れ
ぞ
れ
注
意
事
項
が

あ
り
ま
す
の
で
よ
く
説
明
書
を
読
ん
で
か

ら
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
不
明
な
点
や

お
話
し
た
い
～
」
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
役
場

民
生
読
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



青
年
団
・
婦
人
会
・
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

城

山

美

化

奉

仕

に

汗

流

す
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東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に
H

美
し

い
町
づ
く
り
H

に
努
力
し
よ
う
と
、
朝
日

町
連
合
青
年
団
、
朝
日
町
連
合
婦
人
会
、

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
朝
日
第
一

聞
で
は
三
者

が
協
力
し
て
「
町
内
美
化
運
動
」
を
展
開

す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
、

一
年
間
の
運

動
の
大
綱
を
き
め
ま
し
た
が
、
そ
の
第

一

歩
と
し
て
朝
日
町
の
代
表
的
観
光
地
で
あ

『：
1
・・4

る
城
山
の
美
化
器
仕
を
去
る
四

？
っ
一

ゴ
一
五
日

（白
〉
に
行
伝
い
ま
し

一
よ
一

：
四
月
上
旬
と
も
な
る
と
苗
代

一

－

作
り
の
時
季
、
ど
の
程
度
参
加

－
し
』

す
る
か
心
配
さ
れ
た
が
、

定
一刻

”
の
九
時
一

O
分
に
は
青
年
団
員

一
・ま
一

一
五

O
名
、
姉
人
会
員
一
一
一

O

一
し
一

名
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ク
ト
隊
員
一

一

一
O
名
と
予
想
を
上
ま
わ
る
参

日
加
、
ま
ず
小
丸
山
グ
ラ
ン
ド
に

一

一
お
い
て
美
化
集
会
を
開
き
、
連

－
し
一

背
団
長
の
開
会
の
あ
い
さ
つ
の

十
・
一

あ
と
町
長
、
議
会
議
長
、

教
育

…4
町
長
、
中
央
公
民
館
長
の
激
励
の

工

尾

…
こ
と
ば
が
あ
り
、
最
後
に
多
加

ヨ

一

者
を
代
表
し
て
笹
川
青
年
団
長

一
を
一

の
「
今
後
美
化
運
動
を
強
力
に

…T
－
展
開
す
る
」
旨
の
契
化
宣
言
が

－R
…
あ
っ
て
集
会
を
終
え
た
。

F
I－－し

引
き
続
き
連
宵
搬
旗
を
先
頭

に
城
山
に
向
か
っ
て
行
進
、
各
作
業
担
当

箇
所
で
八
班
に
分
か
れ
て
作
業
に
い
入
っ

た。作
業
内
容
は
姉
人
会
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
は
本
丸
跡
周
囲
の
清
掃
、
桜
苗
の

植

樹
、
青
年
団
は
頂
上
附
近
の
整
地
、
登
山

道
路
の
整
備
、
側
溝
修
理
と
ま
っ
た
く
の

土
方
作
業
、
夏
り
よ
う
な
暑
さ
の
中
で
み

ん
な
一
生
懸
命
に
頑
張
り
、
午
後
二
時
三

O
分
に
は
予
定
の
作
業
を
終
了
、
会
員
再

び
小
丸
山
グ
ラ
ン
ド
に
燭
勺
て
閉
会
式
を

ひさあ( 8) （塁弾話会易会~）第105号

行
な
い
解
散
し
た
。

な
お
三
者
で
は
今
後
の
方
針
と
し
て

1．美
化
標
識
の
設
置

駅
前
や
公
園
等
人
目
に
つ
き
ゃ
す
い
と

こ
ろ
、
よ
ご
れ
や
す
い
と
こ
ろ
に
股
置

す
る
。

2
全
町

一
斉
美
化
奉
仕

各
校
下
の
実
態
に
応
じ
、
全
校
下
一
斉

に
美
化
移
仕
を
行
な
う
。

円
か
く
ず
か
ご
等
設
置
運
動

年
間
を
過
し
た
運
動
の
結
果
か
ら
設
置

運
動
を
行
な
う
。

ι啓
蒙

運

動

年
聞
を
通
し
て
葵
化
の
啓
蒙
、
環
境
美

化
の
呼
び
か
け
を
行
な
う
。

を
あ
げ
て
い
ま
す
。

美

化

宣

言

環
境
美
化
は
明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く

り
の
基
盤
で
あ
り
、
ゴ
ミ
の
な
い
美
し
い

町
が
実
現
す
る
と
き
こ
そ
朝
日
町
が
一
一
層

の
躍
進
を
と
げ
る
と
き
で
あ
る
と
信
じ
ま

す。美
化
の
綴
本
は
清
掃
で
は
な
く
て
汚
さ

ぬ
こ
と
で
す
。
す
べ
て
の
宵
民
が
し
っ
か

昭
和
三
十
九
年
度

体
育
協
会
事
業
計
画

五
月
十
四
日

第
十
九
回
国
民
体
育
大
会
旗
リ
レ
1

六
月
二
十
八
日

第
十
一
二
回
両
越
中
学
選
抜
野
掠
大
会

六
月
三
十
日

第
十
四
回
下
新
川
郡
内
中
学
校
マ
ラ
ソ

ン
大
会

七
月
十
一

日
、
十
二
日

第
十
一
回
郡
民
体
育
大
会
多
加

会
場
朝
日
町

七
月
二
十
五
日
、

二
十
六
日

り
と
し
た
自
覚
を
持
ち
、

環
境
美
化
に
努

め
て
こ
そ
は
じ
め
て
明
る
く
美
し
い
町
が

で
き
あ
が
り
ま
す
。

今
後
私
た
ち
は
ま
ず
自
身
が
自
覚
を
新

た
に
し
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
美
化

の
啓
岐
に
努
め
、
町
内
美
化
運
動
を
展
開

す
る
こ
と
を
日
言
す
る
。

昭
和
吉
一十
九
年
四
月
五
日

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
朝
日
町
第
一
団

朝
日
町
連
合
婦
人
会

則
自
町
連
合
脅
年
団

（
朝
日
町
連
合
青
年
団
）

山
崎
公
民
舘
主
事

野
末
源
太
郎
氏
逝
去

昭
和
三
十
五
年
四
月
以
来
四
年
間

山
崎
公
民
館
主
事
（
間
青
年
学
級
主

事
〉
と
し
て
社
会
教
育
発
展
に
撞
く

し
て
こ
ら
れ
た
野
末
源
太
郎
氏
〈
山

崎
小
教
頭
）
は
、

病
い
の
た
め
去
る

四
月
四
日
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

同
氏
は
朝
日
町
体
育
協
会
理
事
、

同
審
判
協
会
審
判
員
と
し
て
も
長
年

朝
日
町
の
体
育
振
興
に
艶
く
さ
れ
た

功
績
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

氏
の
生
制
の
功
績
を
た
た
え
る
と

と
も
に
以
福
を
祈
り
た
い
と
思
い
ま

す。
朝
日
岳
畳
山

七
月
二
十
七
日

第
十
四
海
の
川
惜
し

八
月
二
日

第
十
回
朝
日
町
民
排
球
大
会

八
月
九
日

第
七
回
朝
日
町
民
水
泳
大
会

八
月
十
六
日

第
十
回
朝
日
町
民
野
球
大
会

八
月
二
十
日

第
十
一
回
朝
日
町
少
年
野
球
大
会

九
月
二
十
三
日

第
九
回
朝
日
町
民
庭
球
大
会

十
月
二
日

第
十
八
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
聖

火
リ
レ

l

十
月
四
日

第
四
回
朝
日
町
民
簡
疎
大
会

十

一
月
三
日

第
十
回
朝
日
町
民
体
育
大
会

十
一
月
八
日

第
十
一
回
朝
日
町
民
ソ
フ
ト
ぷ
1

w
大

会
十

一
月
二
十
九
日

第
一
回
朝
日
町
民
パ
ド
ミ
ン
ト
シ
大
会

昭
和
四
十
年

一
月
十
七
日

柔
道
大
会

二
月
十
四
日

第
十
回
朝
日
町
民
ス
キ
！
大
会

二
月
二
十
八
日

第
十
一
回
朝
日
町
民
卓
球
大
会

日
本
体
操
祭
朝
日
町
大
会

て

趣

旨

日
本
体
段
祭
全
国
大
会
の
一
環
と
し

て
日
本
体
操
祭
第
三
回
朝
日
町
大
会

を
倒
催
し
、
町
内
各
層
に
体
臓
の
実

践
を
促
進
し
て
、
町
民
の
体
位
向
上

に
寄
与
す
る
。

二

、

主

催

朝
日
町
、
朝
日
町
教
育
委
員
会
、

富

山
県
教
育
委
員
会
、
富
山
県
体
操
協

会
、
朝
日
新
聞
社
富
山
支
局
、
N
H

K
富
山
放
送
局

三、

協

賛

朝
H
町
小
・中
学
校、
連
合
青
年
図
、

述
合
婦
人
会
、

B
S
朝
日
第
一
回
、

保
育
園
、
日
東
紡
泊
工
場
、
朝
日
町

体
育
協
A

宍
朝
日
町
体
育
指
導
委
員

会

四
、
参
加
者

小

・
中
学
生
、
婦
人
団
体
、
青
少
年

団
体
、
保
育
園
児
、
勤
労
者
、
一

般

社
会
人

五
、
演
技
種
目

徒
手
、
櫨
械
体
操
、
体
育
ダ
ン
ス
、

五
月
十
四
日

国
民
体
育
大
会
旗
リ
レ
l

遊
戯
、

音
楽
バ

ν
I
ド

六
、
会

場
小
丸
山
グ
ラ
ウ
ン
ド

七、

期
日
及
時
間

五
対
二
十
四
日
（
日
）
午
前
八
時
半

よ
り
B
S
隊
に
よ
る
鼓
笛
隊
パ
レ
ー

ド
、
駅
前
よ
り
会
場
ま
で
、
九
時
半

開
会
式
、
十
時
演
技
開
始
、
正
午
終

了
予
定
。

（雨
天
の
場
合
は
二
十
五
日
、
当
日

も
雨
天
な
れ
ば
中
止
）

（
教
育
委
員
会
〉

第
十
九
回
国
民
体
育
大
会
旗
リ
レ
ー
は

昨
年
開
催
地
の
山
口
県
よ
り
出
発
し
、
五

月
十
四
日
午
后
一
時
一
二
十
九
分
赤
川
構
に

て
入
善
町
よ
り
引
継
ぎ
、
今
年
開
催
地
の

新
潟
県
へ
午
后
二
時
五
十
四
分
に
引
渡
し

し
ま
す
。
こ
の
間
六
区
聞
に
分
け
て
二
一

六
名
の
走
者
に
よ
り
大
会
旗
の
リ
レ
ー
を

い
た
し
ま
す
の
で
町
民
多
数
の
歓
迎
を
お

願
い
し
ま
す
。

A
引
継
区
間
、

走
者
受
持
体
協

赤
川
橋
（
一

三
時
三
九
分
）
引
継

上

町

（

一
三
時
五
三
分
〉

引

渡

五
ク
庄
体
協
、
犬
家
正
体
協

上

町

（

一
三
時
五
三
分

）

引

継

八
幡
社
前
ハ

一
四
時
O
七
分
）
引
渡

泊
二
区
体
協
、
泊
三
区
体
協

八
幡
祉
問
（

一
四
時
O
七
分
）
引
継

元
屋
敷

（
一
四
時
一

六
分
）
引
渡

泊
一
区
体
協
、
南
保
体
協

元
庖
敷
（
一
四
時
二
ハ
分
〉
引
継

宮
崎
鉱
泉
前

〈
一
四
時
二
八
分
〉
引
渡

笹
川
体
協
、
山
崎
体
協

宮
崎
鉱
山
水
前
ハ
一
四
時
二
八
分
〉
引
継

境
鉱
泉
前

〈
一
四
時
四
一
分
〉
引
渡

宮

崎

体

協

境
鉱
泉
町
〈
一

四
時
四
一
分
〉
引
継

境

橋

〈
一
四
時
五
四
分

〉

引

渡

境

体

協
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でいも出す則が業来業の番目 分 ※員長質疑※※糸※※※※※※※※液難員長家宍繋私山だががいの
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五
習月

杉g包！
←一
沢i葬；
栄夏業 1

一
部
に
お
い
て
首
イ
モ
チ
病
が
発
生
し
た
取
り
と
薬
剤
一
軍
有
か
必
要
で
す
。
六
月
に

朝

日

町

役

場

苗
か
ら
本
田
が
イ
モ
チ
病
の
被
害
を
受
け
入
れ
ば
畑
が
乾
燥
す
る
よ
う
努
力
し
て
く

た
の
で
あ
り
ま
す
。
本
年
の
春
以
来
の
天

だ
さ
い
。

職

員

組

合

新

役

員

候
を
見
て
も
商
代
期
か
ら
問
題
が
あ
る
よ
一
二
、
産
米
改
良
に
つ
い
て
委
員

長

舟
本
伊
次
郎
（
産
業
課
〉

う
で
す
か
ら
v

特
に
管
内
農
家
の
協
力
を
今
年
も
産
米
改
良
に
努
め
て
い
た
だ
き
副
委
員
長

住
吉
寛
ハ
建
設
課
）

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。
植
付
け
も
始
ま
り

書

記

長

前

川

俊
男
〈
税
務
課
〉

こ
の
「
あ
さ
ひ
」
が
皆
さ
ん
の
お
手
も
ま
す
の
で
特
に
次
の
点
に
つ
い
て
申
し

あ

会

t
永
口
栄
治
（
産
業
課
）

と
に
届
く
頃
は
一
部
分
水
稲
の
元
肥
は
施
げ
ま
す
か
ら
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
産
米
改
会
計
監
針
水
島
牧
雄
ハ
民
生
諜
）

さ
れ
た
あ
と
と
は
考
え
ま
す
が
、
早
期
追
良
は
米
の
商
品

性

向

上

に

よ

っ

て

般

家

の

長

谷

栄

子

〈

泊

第

二
保
育
園
〉

肥
を
含
め
て
特
に
窒
素
質
肥
料
は
控
え
目
稲
作
所
得
が
高
ま
る
こ
と
が
盟
ま
し
い
わ

執
行
委
員
中
村
雄
三
（
民
生
諜
）

に
施
し
て
倒
伏
し
な
い
よ
う
な
稲
作
こ
そ
け
で
あ
る
。
産
米
改
良
の
目
棋

は

や

は

り

石

井

敏

（

町

長
室
〉

本
年
の
課
題
で
は
な
い
だ
ら
う
か
。
病
虫
品
種
統

一
の

完

成

を

も

と

に

良

質

米

を

丑

谷

口

邦

夫

（

税

務

課

〉

由一口の
被
害
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
積
産
す
る
こ
と
で
あ
る
。
売
渡
米
を
全

量

契

長

原

忠

（

教
育
委
員
会
〉

雪
の
少
な
い
年
は
ク
ン
カ
題
や
二
化
旗
虫
励
品
積
で
そ
の
上
良
質
米
と
要
望
さ
れ
る
折
戸
咲
子
ハ
教
育
委
員
会
）

の
発
生
が
多
い
よ
う
で
す
。
病
害
に
お
い
の
で
品
種
の
特
性
を
熟
知
の
う
え
健
全
殺

l
l
1
1
1
1I
l
l
i－
－

－

て
も
問
題
が
あ
る
よ
う
で
す
。
世
は
正
に

棋
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
わ
け
で
あ
り
ま

－E
E

C

－

協
同
化
の
時
代
で
す
か
ら
病
害
虫
の
防
除
す
。
良
質
米
を
生
産
す
る
た
め
に
は
次
の

国

鉄

複

線

化

時

開

日

幻

市

川

ょ

う

た

だ

今

点
能
品
目
…
純
一
れ
軒
下
一
沿
い

ト

ン

ネ

ル

工

事

着

工

一
、
水
田
除
草
の
省
力
化

け

な

い

胞

肥

の
改
善

待
望
の
国
鉄
複
線
化
ト
ン
ネ
ル
工
事

②
適
期
防
除
の
徹
底

最
近
は
操
業
労
働
力
の
激
減
か
ら
稲
作
①
結
氷
期
の
繰
り
下

げ

（

延

長
五
九

O
米
）
の
起
工
式
が
去
る
四

の
省
力
は
中
耕
除
草
に
つ
い
て
考
え
て
欲
①
適
期
刈
取
り

月
二
十
六
日
に
行
な
わ
れ
、
昭
和
凶
十
年

し
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
体
型
に
つ
い
て

①

乾

繰

の

適

正

化

三

月
の
完
成
を
目
ざ
し
て
佐
藤
工
業
K
E

臨
談
会
の
節
話
が
出
た
わ
け
で
あ
る
が
、

①

脱

穀

調

製

の

改

普

に

よ

っ

て

着

工

さ

れ

ま

し

た

。

回
組
問
に
P
C
P
剤
の
施
用
を
し
た
田
は

そ
れ
で
良
い
が
、
田
植
後
に
考
え
て
い
る
け
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川

世
界
の
科
学
事
胤
ハ

悶
は
活
着
後
P
C
P粒
剤
反
当
コ
玄

施
用

C
引

－
M
川

艇

F
F

一
ね
司

ぃ

雪

燃

え

K
E
n

－
－
ヨ
問

－
叶M
「

楽
に
な
る
植
物

か
ま
た
は

一
番
除
草
後
二
よ
二
日
た
っ
て

ト
l
ぃ
ド
l
l卜
l
十
い
い
l
l
hい
l

世
界
の
国
旗

か
ら
P
A
M一ニ
E
＋
P
C
P粒
剤
一
E
か

朝

日

町

立

中

央

図

轡

館

葉
桜
入
江
戸
姿

マ
ノ
ッ
ク
（
P
M
B
〉一
ニ
E
＋
P
C
P粒
新

人

国

記

5

朝
日
新
聞
社

那
智
滝
清
死
考

剤
一
K
の

撒

布

の

方

が

効

果

が

高

い

。

そ

傷

だ

ら

け

の

山

河

石

川

逮

三

鬼

来

也

上

下

の
あ
と
M
C
P
剤

に

仕

上

る

方

が

成

績

が

魚

紋

丹

羽

文

雄

暁

の

群

像

良
い
。

て

っ

ベ

ん

野

郎

石

原

慎

太

郎

嫁

さ

ん

竜
馬
が

ゆ

く

司

馬

遼

太

郎

旅
行
プ
ラ
ン

二
、
花
丹
球
根
栽
培
に
つ
い
て

盛
作
の
風
影

笹

沢

左

保

北

菌

年

鑑

別

年

栽

培

者

で

翰

入

球

根

の

購

入

希

望

の

方

風

来

日

記

白

川

詰

忍

法

全

集

8

は
五
月
二
十
日
ま
で
に
申
込
み
く
だ

さ

秘

剣

縦

横

南

条
範
夫
御
免
あ
そ
ば
せ

ぃ
。
一
口
千
球
単
位
で
す
。
花
色
は
相

談

渓

流

叶
1
9
稲

子

絢
欄
た
る
流
離

の
上
決
定
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
o

虚

栄

の
市

司
居
弓
彦
古
代
砺
波
の
研
究

す域～
d
問一
純
一
一
一
日
一

批

判

町

盟

銃

一

…

刃

制

林

即

刻

風

米

忍
法
帳

9

J

忍

法

全

集

7

山
田
風
太
郎

駿
河
遊
扶
伝

統

を
立
て
て
く
だ
さ
い
。

早
生
積
あ
と
が
必
銀
座
立
志
伝

源

氏

知

太

賊

将

嬰
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
栽
培
管
理
に
し
て
大

名

帳

野

保

レ

l
ス
編
み

五
月
中
は
州
・
そ
や
か
さ
な
い
よ
う
に
瀬
水
現
代
文
学
大
系
四
度
目
激
石
影
絵
女
人

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
病
株
の
早
期
抜
世
界
文
学
大
系
白
グ
ル
付
ノ
エ
ン
加
賀
藩
良
政
経
済
史
料

円地文子
佐川勝間平
谷野篤生
柴田鈍三郎
氷上勉
高木彬光
南条範夫
壷井栄
交通会社
富山新聞社
山田風太郎
若山三郎

松本清張

名越仁民

山田風太郎

子母沢克

池波正太郎
真田式夫編
舟崎型一

て細 ム /). 
期日｜時 間 ｜場 所｜対予地区

＠残 ヵ：

定送 印編 士え部予六防大三二一貫陪物取 ．伺昌 五ら健や私 結

集兼哲聖J に定月
{10時 ～附 下山新公民舘下山新‘ 高橋 月ず康つ違’斗~ 

刷 さつ句中管理試試願 防 18日 14時 ～16時 柳回公民舘柳田、不動堂、井ノロ
の受でての

いい 験 日け明ま身住
{i!Tj料所 。て か者場齢駅番受扱署ヵ、 19日1f 10時 ～12時 五箇圧農協月山、西草野の一部 程まるい体民

は ら喜所臼付主 り 13時 ～17時 桜町保育所桜町、町南保 はしいりを守
前七 任 次よ生ま 検

六六 高 朝 防 月会富山六五者 27日t110時 ～12時 舟JIl新公民舘舟川新 のう活しる 惨
署上句 月月試 13時 ～16時 南保越公民舘越、竹ノ内、小更 と。を九定 案

回目 へ 十一験 rlO時～12時30分東草野組合｜東草野、 清水町 おり 営む 結期 内
円円 町 問玄室四日 28日＼13時30分～16時30分赤川保育所赤川、西草野印役いで日 t でた核

会の （二 （附 ～別 殿町宮境内殴町 す。 め 診健
刷場 わ間高日十 29日 131侍 ～161時 藤塚豆腐屋角藤塚、横道、下野、山王、積水
せの岡〉日 人 断


